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· 挨拶

　春光天地に満ちて快い時候となりました。会員の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は，学会活動に対しましてご高配またご協力を賜り，厚く御礼申し上げます。

会員の皆様へ学会のお知らせとお願いをする時期になりました。同封しております諸書類をご点検いただき会費の振込などご協力たまわりますようお願い申し上げます。

なお，昨年の全国大会でお世話になりました立命館アジア太平洋大学の横山研司先生からの寄稿文をこの会報の後段で紹介させていただきましたので，ご高覧下さい。

理事長　亀田尚己
· 第68回全国大会は北海学園北海商科大学にて開催される
2008年度全国大会は，札幌にある北海商科大学で10月11日（土），12日（日）に堤悦子先生を大会実行委員長として開催される運びとなりました。本大会からは「院生セッション」と「教育セッション」が新たに加えられることになり，従来のコミュニケーション関連セッションと貿易実務関連セッションと合わせて合計で4つのセッションが設けられます。
また，昨年まで2年間にわたり続けられてきた国際セッションも入ります。主にアジアから，グローバルビジネスコミュニケーションの研究では著名な研究者を招へいし，本学会の会員と活発な意見を交換してもらいたいと願っています。

さらには他学会との連携を深める意味もあり，国際商取引学会の前理事であり，契約とコミュニケーションの研究では多くの書を著されている小樽商科大学大学院教授中村秀雄先生による特別講演も予定されています。
会員の皆様方におかれましては，研究報告の募集にふるって応募いただき，同大会をさらに盛り上げていただきたいと思います。全国大会のプログラム準備のためもあり，ご意見などありましたら本部事務まで是非，お聞かせください。
· 立命館アジア太平洋大学にて開催された第67回全国大会が成功裏に終わる
2007年度の全国大会が，横山研司理事のご尽力により同先生を大会準備委員長として10月20日（土），21日（日）に開催されました。天候にも恵まれ，遠路から45名を超える多くの参加者がありました。さらには，ベトナム，マレーシア，そしてシンガポールから合計で3名の研究者の方々が参加され横山先生の司会により，A Comparative Study of Business Communication Education in Asiaという論題のもとでパネルディスカッションが行われました。その後のフロアとの質疑応答も活発で，議論が多いに盛り上がりました。
会員による研究報告も，数は例年より少し少なめではありましたが，女性会員の発表が多かったことおかげもあり，それぞれの内容が充実していただけではなく，大会に華やかな雰囲気を添えていただきました。大会主催である横山先生，お手伝いいただいた学生諸君，また関係者御一同に対し改めてお礼申し上げる次第です。

· 新会員のご紹介

　第67回全国大会総会で16名の方々の入会が認められました。大学院生の新入会員も多く，また一般会員の方々の入会もあり学会の活性化に大いに寄与していただけるものと思います。なお，同総会では，新入会員の審査を理事会限りにして，総会では事後承認とするという提案が認められましたので，その規定の変更による新入会員も以下の表では17番目の新入会員として掲載します。
　　　　　　　　新会員（順不同）
	資格
	会員氏名
	勤務先
	支部

	正
	長沼　健
	同志社大学
	関西

	正
	藤田和孝
	京都外国語大学
	関西

	正
	奈良順司
	関東学院大学
	関東

	正
	田中昌宏
	明星大学
	関東

	正
	稲葉　実
	日経ナショナルジオグラフィック社
	関東

	正
	住田公明
	中京大学
	関西

	正
	岩田聖子
	追手門大学
	関西

	正
	中条貴夫
	追手門大学
	関西

	正
	平澤　敦
	中央大学
	関東

	一般
	増山　隆
	三菱UFJ信託銀行
	関東

	一般
	大島英雄
	大島経営研究所
	関東

	院
	山形宏典
	同志社大学大学院
	関西

	院
	森下美和
	神戸大学大学院
	関西

	院
	Bock, Andrew
	同志社大学大学院
	関西

	院
	大島見奈子
	同志社大学大学院
	関西

	院
	高砂謙二
	神戸大学大学院
	関西

	正
	桐村　亮
	立命館大学
	関西


注：新入会員の所属は，総会時のものです。
退会者

総会で報告された退会者は次の通りです。

	氏名
	支部

	大塚朝夫
	九州山口

	山本康隆
	関西

	近藤太郎
	関西

	松本　良
	関西

	藤田俊之
	関西

	北川博一
	関西

	B.R. David
	関西

	自然退会者
	

	池田芳彦
	関東

	Syler Byron
	関西

	下村雄紀
	関西

	向井隆人
	関西


退会者のうち近藤太郎先生はご逝去によるものです。学会員の最年長者でもあり，関西支部を中心に学会の発展のため長年にわたり多大なご貢献をたまわりました。謹んでご冥福をお祈りする次第です。
学会現状報告
	
	2006年

総会終了時
会員内訳
	2007年
総会終了時
会員内訳

	名誉会員
	4
	4

	正会員
	186
	183

	一般会員
	7
	9

	院生会員
	
	5

	賛助会員
	1
	1

	総会員数
	198
	202


　期中退会者　　　　15名　　　　　12名

入会者　　　　13名　　　　　16名
· 過年度の研究業績の年報掲載

国際ビジネスコミュニケーションに関する正会員の研究業績を研究年報に記載するため，著書，論文などの実績について，同封アンケート用紙に記入し学会本部まで送付してください。業績は，2007年4月１日から2008年3月31日までの期間に限ります。締め切りは，5月20日と致します。
· 研究発表の申し込みを

本年，10月11日（土），12日（日）に北海商科大学で開催される研究発表の申し込みを受け付けます。ふるっての発表を期待いたします。締め切りは，業績アンケートと同様に，5月20日となります。
· 会費納入のお願い

本年度（2008年）の会費納入のお願いをする時期となりました。正会員または一般会員は，同封の郵便振替用紙を用いて，年会費 7000円を振り込んでください。院生会員の年会費は3500円です。
· 国際ビジネスコミュニケーション学会の概略
当学会は，旧商業英語学会の名称ですでに発足してより67年を誇る学術団体で，日本学術会議，日本経済学連合に加盟している由緒ある組織です。前々理事会，また則定元理事長のご尽力により長い間の懸案であった学会名称を，より時代のニーズに対応すべく，2002年に現在の「国際ビジネスコミュニケーション学会」に変更しております。単に名称を変えただけでなく，質的な向上をはかる姿勢であることは言うまでもありません。

本部の事業：年に一度（慣例的に10月）の全国大会の開催，研究年報，その他の出版物の刊行，などが主なものです。学会運営は，会費でまかなっているため会員諸兄姉のご協力をよろしくお願い致します。
· 会員の入会資格

従来までの規定では，原則的に正会員で，当該分野での大学ないし短期大学の教員（非常勤を含む）2名の紹介が必要とされ，大学院の博士後期課程の院生も，指導教授の推薦があれば入会が可能とされていましたが，一昨年度に会員規定が大幅に変更され，正会員に加え，一般会員，院生会員が新たに加わりました。これを機に，会員数の増強をはかり，学会組織の活性化，活動の質的向上につなげていかなければなりません。会員の皆様にもぜひとも協力をいただき，一人でも多くの有為な人材を会員として推薦していただきたく，よろしくお願い申し上げます。
支部の活動：当学会には，関東，関西，九州山口の3支部があり，それぞれ全国大会とは別に，年2回以上の研究会を開催しております。会員はいずれかの支部に所属します。
· ウエブページの更新
現在，学会のウエブページは，広報委員長中迫俊逸理事の手で随時更新中です。このニューズレターもHP上でも読むことができます。また昨年度と同様，今年度も支部会における研究報告会の詳細をウエブページでも読むことができます。http://bus-com.web.infoseek.co.jp/　をお訪ねください。
· 国際ビジネスコミュニケーション学会第67回全国大会について

立命館アジア太平洋大学　横山研治
昨年（2007年）10月20日と21日の両日、第67回全国大会を立命館アジア太平洋大学（APU）で開催いたしました。別府ということで参加人数を心配しておりましたが、両日あるいは１日参加を合計すると６８名に達し、何とか全国大会の体裁が整いました。
APUは2000年開学の新しい大学で、学部は２学部５インスティテュート、大学院は6研究科とMBAからなります。大きな特徴は、5,800名の学部生のうち国際学生が2,800名を占め、大学院生350名の大半も国際学生からなっていることです。また、開講コースの70%以上は英語によって行われていることも他大学にないことでしょう。このような国際的な大学で国際ビジネスコミュニケーション学会を開催することは意義深いことでした。
大会の研究発表は10件でした。例年よりやや少なかったかもしれませんが、その多くが若手研究者によってなされたことは収穫でした。いずれの発表も意欲的な内容で、会場の様子を確認に入ったいくつかの発表では、思わず聞き入り、本来の用事を忘れるほどでした。質疑応答は厳しい中にも、良い点を伸ばそうという思いやりに満ちていたように感じました。
１日目の午後に国際シンポジウムを開催いたしました。シンガポール、マレーシア、ベトナムから計３名の研究者を招待しました。スピーカーの充実した内容とフロアーからの活発な質問が、わたしの拙い司会を補ってくれました。
両日ともに、この時期には珍しく強い風が吹き荒れ、立て看板に張り付けた大会表示も、２日目の朝には引きちぎれたほどでした。中央から遠く離れた別府におりますと、遠来のお客様をいとおしく思います。強風の中わざわざ来ていただくことが何より嬉しく感じられました。ホスピタリティーの精神は、ここまでの旅に要した準備や移動へのねぎらいと感謝の気持ちだということが身に染みました。感謝の気持ちを表すひとつとして、発表の合間に召し上がっていただいたおやつはすべて大分と九州地方の名産だけにいたしましたが、多くの先生方から喜んでいただいたのは何よりでした。
この大会の準備にあるいは補助にと手助けしてくれた学生たちも、人をもてなす気持ちを自然に表してくれたように思います。パーティに参加した14名のスチューデント・アンバサダーも、みな自発的に誇りをもって参加してくれました。大会の成功とともに、学生たちの気持ちも教育にたずさわるものの喜びでした。
実は、学生のひとりに特命を与えておりました。それは、学会の様子をビデオで撮影し、最終日の閉会時に撮影するとともに、おみやげとして録画したDVDをもってかえってもらおうというものでした。わたしたちの最後のホスピタリティーでした。少しでも旅のよい思い出になりました幸いです。それでは、また北海道の地でお会いしましょう。
· 第8回ABCアジア・パシフィック学会が3月末にシンガポールで開催
　本学会と姉妹関係にあるアメリカに本拠を置くビジネスコミュニケーション学会（The Association for Business Communication）のアジア・パシフィック地区大会が3月27日と28日の両日にわたりシンガポールで開催されました。詳しくは学会ホームページでも案内していますが，本学会からも国際渉外委員の林田博光先生をはじめ多くの会員が参加し，学会発表を行いました。今後も毎年アジアまたパシフィック地域で同様の学会が開催されますので，多くの学会員の参加を期待したいと思います。
各支部の事務局と支部長

· 関東支部：192-0393 八王子市東中野742-1中央大学２号館21116林田研究室内　林田博光国際ビジネスコミュニケーション学会関東支部長 ℡:0426-74-3649 Fax:0426-74-3651
E-mail: h_hayashida@hotmail.com
· 関西支部：〒564-8680 吹田市山手町3丁目3番35号関西大学商学部　中邑光男研究室内　中邑光男国際ビジネスコミュニケーション学会関西支部長Tel:06-6368-0671 Fax:06-6339-7704 Email:nak@ipcku.kansai-u.ac.jp
· 九州・山口支部：874-8577大分県別府市十文字原1-1　立命館アジア太平洋大学（APU）横山研治研究室内　横山研治国際ビジネスコミュニケーション学会九州・山口支部長　℡:0977-78-1019 Fax:0977-78-1001 E-mail: yokoyama@apu.ac.jp
なお，支部長の任期はそれぞれ支部規約により更新されます。上に掲げた各支部長はこの会報作成時のものです。
●　会員各位へのお願い

住所，所属，電話番号などの変更があった場合には本部，本部事務担当の岡本真由美庶務会計担当委員まで，ご連絡下さい（メールを用いてのご連絡の際には，お手数ですが件名に「登録変更」とご記入下さい）。
●　英文ニューズレター

英文版のニューズレターは，5月以降に学会のWeb Pageに掲載される予定です。

本部

〒602-8580　京都市上京区今出川烏丸東入る
同志社大学商学部　亀田尚己研究室内　国際ビジネスコミュニケーション学会

℡. 075-251-3665（学部事務室）  Fax. 075-251-3061
E-mail: nkameda@mail.doshisha.ac.jp
本部事務局
〒564-8680 吹田市山手町3丁目3番35号関西大学　商学部　中邑光男研究室内　岡本真由美　国際ビジネスコミュニケーション学会庶務・会計担当委員

E-mail: okageha@iris.eonet.ne.jp
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